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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 7日 (2007.5.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 符 号 器 を 有 す る 送 信 機 を 有 し 、 前 記 符 号 器 が 、 少 な く と も 一 つ の
周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 を 決 定 す る 手 段 を 有 し 、 前 記 送 信 機 が 、 受 信 機 に 少 な く と も 一 つ の
周 期 的 な 成 分 の 当 該 周 波 数 を 表 す 信 号 を 送 信 す る 送 信 手 段 を 更 に 有 し 、 当 該 受 信 機 が 、 前
記 送 信 機 か ら 当 該 周 波 数 を 表 す 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 前 記 少 な く と も 一 つ の 周 期 的
な 成 分 の 当 該 周 波 数 に 基 づ い て 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る 復 号 器 と を 有 す る 、 送 信 シ
ス テ ム に お い て 、 前 記 符 号 器 が 、 既 定 時 間 に わ た る 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の
周 波 数 変 化 を 決 定 す る 周 波 数 変 化 決 定 手 段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 送 信 手 段 が 、 前 記 受 信 機 に 当 該 周 波 数 変 化 を 表 す 別 の 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ
れ て い て 、 か つ 前 記 受 信 機 が 、 当 該 別 の 信 号 を 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ い て 、 か つ 前 記 復
号 器 が 、 当 該 周 波 数 の 当 該 変 化 に も 基 づ い て 当 該 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る よ う に 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 符 号 器 が 、 当 該 周 波 数 変 化 を 使 用 し て 、 前 記 音 声 信 号 か ら 、 基 本 的 周 波 数 を 決 定 す
る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1ま た は 2に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 符 号 器 が 、 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 を 得 る 時 間 変 換 手 段 を 有 し 、 前 記 時 間 変 換 さ れ
た 音 声 信 号 が 、 前 記 音 声 信 号 よ り 小 さ い 周 波 数 変 化 を 有 す る よ う に 、 前 記 時 間 変 換 手 段 が
、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 前 記 音 声 信 号 を 時 間 圧 縮 し 、 か つ 前 記 既 定 時 間 の 第 二 部 分
の 間 前 記 音 声 信 号 を 時 間 伸 張 す る よ う に 、 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1、 2ま
た は 3の 何 れ か に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 時 間 変 換 決 定 手 段 が 、 複 数 の 時 間 変 換 さ れ た 、 各 々 異 な る 時 間 変 換 に 対 応 す る 入 力
信 号 を 導 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い て 、 か つ 前 記 符 号 器 が 、 当 該 既 定 時 間 に わ た る 最 も 小
さ い 周 波 数 変 化 を 有 す る 前 記 時 間 変 換 さ れ た 入 力 信 号 に 対 応 す る 前 記 時 間 変 換 を 選 択 す る



決 定 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1、 2、 3ま た は 4に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 時 間 変 換 決 定 手 段 が 、 そ の 自 己 相 関 関 数 の 前 記 最 も 高 い ピ ー ク を 有 す る 前 記 時 間 変
換 さ れ た 入 力 信 号 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 当 該 既 定 時 間 に わ た る 前 記 最 も 小 さ い 周 波 数
変 化 を 有 す る 前 記 時 間 変 換 さ れ た 入 力 信 号 を 選 択 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 5に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 時 間 変 換 が 、 前 記 実 時 間 と 前 記 変 換 さ れ た 時 間 と の 間 の 二 次 の 関 係 に よ っ て 規 定 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 4～ 6の 何 れ か に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 実 時 間 tと 前 記 変 換 さ れ た 時 間 τ と の 関 係 が 、
【 式 ０ 】
　
　
　
　
　
（ aは 、 前 記 時 間 変 換 を 規 定 し て い る パ ラ メ ー タ で 、 か つ Tは 、 信 号 セ グ メ ン ト の 前 記 持 続
時 間 で あ る ） に よ っ て 規 定 さ れ こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 送 信 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 符 号 器 を 有 す る 送 信 機 で あ っ て 、 前 記 符 号 器 が 、 前 記 音 声 信 号 の
少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 を 決 定 す る 周 波 数 決 定 手 段 を 有 し 、 前 記 送 信 機 が
、 当 該 周 波 数 を 表 す 信 号 を 送 信 す る 送 信 手 段 を 更 に 有 す る 、 送 信 機 に お い て 、 前 記 符 号 器
が 、 既 定 時 間 に わ た る 前 記 音 声 信 号 の 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 変 化 を
決 定 す る 周 波 数 変 化 決 定 手 段 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 送 信 手 段 が 、 当 該 周 波 数 変 化 を 表 す 別 の 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 符 号 器 が 、 既 定 時 間 に わ た る 当 該 基 本 的 周 波 数 の 当 該 変 化 の 使 用 の 下 で 、 前 記 音 声
信 号 か ら 基 本 的 周 波 数 を 決 定 す る 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 9ま た は 10に 記 載
の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 符 号 器 が 、 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 を 得 る 時 間 変 換 手 段 を 有 し 、 前 記 時 間 変 換 さ れ
た 音 声 信 号 が 、 前 記 音 声 信 号 よ り 小 さ い 周 波 数 変 化 を 有 す る よ う な 方 法 で 、 前 記 時 間 変 換
手 段 が 、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 、 前 記 音 声 信 号 を 時 間 圧 縮 す る よ う に 、 か つ 前 記 既
定 時 間 の 第 二 部 分 の 間 、 前 記 音 声 信 号 を 時 間 伸 長 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 9、 10ま た は 11の 何 れ か に 記 載 の 送 信 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 音 声 信 号 の 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 少 な く と も 周 波 数 に よ っ て 音 声 信 号 を 表 す
符 号 化 さ れ た 音 声 信 号 を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 当 該 周 波 数 に 基 づ い て 復 元 さ れ た 音 声 信 号
を 導 出 す る 復 号 器 と を 有 す る 受 信 機 に お い て 、 前 記 受 信 機 が 、 既 定 時 間 に わ た る 当 該 音 声
信 号 の 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 変 化 を 表 す 別 の 信 号 を 受 信 す る よ う に
構 成 さ れ て い て 、 か つ 前 記 復 号 器 が 、 当 該 周 波 数 変 化 に も 基 づ い て 当 該 復 元 さ れ た 音 声 信
号 を 導 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 復 号 器 が 、 復 号 化 信 号 を 時 間 変 換 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 得
る 時 間 変 換 手 段 を 有 し 、 前 記 時 間 変 換 さ れ た 復 号 化 信 号 が 、 前 記 復 号 化 信 号 よ り 大 き い 周
波 数 変 化 を 有 す る よ う に 、 前 記 時 間 変 換 手 段 が 、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 、 前 記 復 号
化 信 号 を 時 間 伸 長 し 、 か つ 前 記 既 定 時 間 の 第 二 部 分 の 間 、 前 記 復 号 化 信 号 を 時 間 圧 縮 す る
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よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 13に 記 載 の 受 信 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 符 号 器 で あ っ て 、 前 記 符 号 器 が 、 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 一 つ
の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 を 決 定 し 、 か つ 当 該 周 波 数 を 表 す 信 号 を 導 出 す る 手 段 を 有 す る 、
符 号 器 に お い て 、 前 記 符 号 器 が 、 既 定 時 間 に わ た る 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の
周 波 数 変 化 を 表 す 信 号 を 決 定 す る 周 波 数 変 化 決 定 手 段 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 符 号 器
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 符 号 器 が 、 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 を 得 る 時 間 変 換 手 段 を 有 し 、 前 記 時 間 変 換 手 段
が 、 前 記 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 が 、 前 記 音 声 信 号 よ り 小 さ い 周 波 数 変 化 を 有 す る よ う に
、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 、 前 記 音 声 信 号 を 時 間 圧 縮 し 、 か つ 前 記 既 定 時 間 の 第 二 部
分 の 間 、 前 記 音 声 信 号 を 時 間 伸 長 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 15に
記 載 の 符 号 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 少 な く と も 周 波 数 に よ っ て 当 該 音 声 信
号 を 表 す 符 号 化 さ れ た 音 声 信 号 か ら 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 し 、 か つ 当 該 周 波 数 に 基 づ
い て 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る 復 号 器 に お い て 、 前 記 復 号 器 が 、 当 該 既 定 時 間 に わ た
る 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 変 化 を 表 す 別 の 信 号 に 基 づ い て 当 該 復 元 さ れ た
音 声 信 号 も ま た 導 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 復 号 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 復 号 器 が 、 復 号 化 信 号 を 時 間 変 換 す る こ と に よ っ て 前 記 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 得 る
時 間 変 換 手 段 を 有 し 、 前 記 復 元 さ れ た 音 声 信 号 が 、 前 記 復 号 化 信 号 よ り 大 き い 周 波 数 変 化
を 有 す る よ う に 、 前 記 時 間 変 換 手 段 が 、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 、 前 記 復 号 化 信 号 を
時 間 伸 張 し 、 か つ 前 記 既 定 時 間 の 第 二 部 分 の 間 、 前 記 復 号 化 信 号 を 時 間 圧 縮 す る よ う に 構
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 17に 記 載 の 復 号 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 を 決 定 し 、 か つ 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 一 つ
の 周 期 的 な 成 分 の 当 該 周 波 数 を 表 す 信 号 を 導 出 し て 、 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 方 法 に お い て
、 前 記 方 法 が 、 更 に 、 既 定 時 間 に わ た る 前 記 音 声 信 号 の 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成
分 の 周 波 数 変 化 を 表 す 信 号 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 方 法 が 、 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 し 、 前 記 時 間 変 換 さ れ た 音 声 信 号 が 、 前 記
音 声 信 号 よ り 小 さ い 周 波 数 変 化 を 有 す る よ う に 、 前 記 方 法 が 、 更 に 、 前 記 既 定 時 間 の 第 一
部 分 の 間 、 前 記 音 声 信 号 を 時 間 圧 縮 し 、 か つ 前 記 既 定 時 間 の 第 二 部 分 の 間 、 前 記 音 声 信 号
を 時 間 伸 張 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 少 な く と も 周 波 数 に よ っ て 、 当 該 音 声
信 号 を 表 す 符 号 化 さ れ た 音 声 信 号 か ら 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る 方 法 、 お よ び 当 該 周
波 数 に 基 づ い て 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る 復 号 器 に お い て 、 前 記 方 法 が 、 既 定 時 間 に
わ た る 前 記 音 声 信 号 の 当 該 少 な く と も 一 つ の 周 期 的 な 成 分 の 周 波 数 変 化 を 表 す 別 の 信 号 に
も 基 づ い て 当 該 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 方 法 が 、 復 号 化 信 号 の 時 間 変 換 に よ り 、 前 記 復 元 さ れ た 音 声 信 号 を 導 出 し 、 前 記 時
間 変 換 さ れ た 復 号 化 信 号 が 、 前 記 復 号 化 信 号 よ り 大 き い 周 波 数 変 化 を 有 す る よ う に 、 前 記
時 間 変 換 が 、 前 記 既 定 時 間 の 第 一 部 分 の 間 、 前 記 復 号 化 信 号 を 時 間 伸 張 し 、 か つ 前 記 既 定
時 間 の 第 二 部 分 の 間 、 前 記 復 号 化 信 号 を 時 間 圧 縮 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 21に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 19～ 22の 何 れ か に 記 載 の 方 法 を 実 行 す る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム を 保 持 す る 記 憶
媒 体 。
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【 請 求 項 】
　 請 求 項 23に 記 載 の 符 号 化 さ れ た 音 声 信 号 を 保 持 す る 記 憶 媒 体 。
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